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国
際
的
カ
ラ
ー
を
持
つ
東
方
学
会
、

日
本
比
較
文
学
会
等
の
学
会
が
、
日
本

文
学
に
つ
い
て
の
国
際
研
究
集
会
を
開

催
す
る
の
は
、
学
会
の
目
的
か
ら
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。

昨
今
、
学
会
以
外
に
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
等
の
諸
研
究
機

関
が
、
い
ず
れ
も
日
本
文
学
を
核
と
す

る
か
、
類
縁
的
関
係
で
取
り
上
げ
る
か

し
て
、
国
際
研
究
集
会
を
開
催
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
そ
の
テ
ー
マ
・
内
容
・
視

点
が
国
際
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

国
内
外
の
研
究
者
の
参
加
と
い
う
面
に

お
い
て
も
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
種
の
研
究
機
関
が

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国
際
研
究
集

会
を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
先

日
本
文
学
翻
訳
へ
の
関
心

第
路
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
運
営
に
関
わ
っ
て

山
口
博

駆
的
役
割
を
果
し
て
い
る
国
文
学
研
究

資
料
館
の
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
は
、

第
二
三
回
を
迎
え
た
。

こ
の
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
へ
の

関
心
度
の
測
定
は
、
参
加
者
と
研
究
発

表
申
込
者
の
人
数
が
最
も
客
観
的
で
あ

ろ
う
。初
期
に
比
較
し
て
、
参
加
者
数
は
や

や
減
少
気
味
に
は
あ
る
が
、
研
究
発
表

申
込
者
数
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

参
加
者
数
の
減
少
は
、
先
に
挙
げ
た

同
類
集
会
の
増
加
、
日
本
文
学
に
関
す

る
既
存
諸
学
会
の
国
際
化
、
学
位
取
得

の
困
難
に
よ
る
留
学
生
の
減
少
等
々
、

様
々
な
要
素
の
競
合
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
研
究
集

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
再
考
を
迫
ら

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
二
○
回
に
及
ぶ
自
由

（
一

テ
ー
マ
発
表
の
積
み
重
ね
に
立
っ
て
、

更
に
特
定
テ
ー
マ
の
深
化
を
図
る
趣
旨

か
ら
、
平
成
九
年
度
の
第
二
一
回
か
ら

総
合
テ
ー
マ
設
定
を
試
み
た
の
は
、
注

目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

総
合
テ
ー
マ
に
ど
の
よ
う
な
独
自
性

を
出
す
か
。
「
人
間
と
文
学
」
「
宗
教
と

文
学
」
と
い
う
魅
力
的
テ
ー
マ
も
検
討

さ
れ
た
が
、
他
の
機
関
の
国
際
集
会
で

も
行
わ
れ
て
い
る
。
国
文
学
研
究
資
料

館
と
い
う
性
格
上
、
包
括
的
テ
ー
マ
で

あ
り
な
が
ら
個
別
的
な
具
体
性
も
持
た

せ
る
必
要
も
あ
る
。

委
員
会
で
多
く
の
討
議
を
経
て
、
平

成
九
年
度
以
来
総
合
テ
ー
マ
と
し
て

「
境
界
と
日
本
文
学
」
を
掲
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
「
ジ
ャ
ン

ル
の
交
流
」
「
日
記
・
手
紙
の
視
点
か

ら
」
を
掲
げ
、
二
年
度
は
「
翻
訳
と

そ
の
周
辺
」
で
開
催
し
た
。

日
本
文
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
で

避
け
ら
れ
な
い
の
が
、
翻
訳
の
問
題
で

あ
り
、
文
学
観
・
思
想
・
言
語
の
異
な

り
と
い
う
境
界
を
越
え
得
る
の
か
、
越

日
本
文
学
翻
択
へ
の
関
心
山
口
博
…
…
・
・
・
…
…
１

一
同
暗
日
本
文
学
研
究
集
会
報
告
．
…
…
・
…
…
…
…
・
３

次
蔬
僻
鰡
蝦
織
職
捧
扉
…
・
…
．
…
・
３

松
野
鴎
一
・
…
…
…
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
…
・
４

古
典
連
凝
瞬
演
の
お
知
ら
せ
．
…
．
．
・
・
・
…
…
・
…
・
…
・
５

巨
目
公
閲
欝
演
会
及
び
展
示
の
報
告
と
予
告
…
…
…
…
６

｜
維
騨
雛
鱸
当
翻
個
鋒
摺
鯆

一

え
得
な
い
の
か
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
各
発
表
ご
と
に

実
に
活
発
な
質
疑
応
答
が
展
開
さ
れ
た
。

タ
イ
国
に
お
け
る
日
本
文
学
の
翻
訳
状

況
を
初
め
て
紹
介
し
た
発
表
者
の
周
り

に
は
、
発
表
後
も
質
問
者
が
絶
え
な
か

っ
た
。
テ
ー
マ
設
定
の
重
要
性
を
改
め

て
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。

多
く
の
日
本
文
学
研
究
者
を
外
国
か

ら
受
け
入
れ
て
い
る
今
日
、
日
本
文
学

の
翻
訳
が
重
要
な
課
題
に
な
る
の
も
趨

勢
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
る
上
に
も
、

逆
に
西
欧
諸
国
に
派
適
さ
れ
た
知
識
人

た
ち
が
、
西
欧
文
学
の
翻
訳
を
試
み
て

い
た
明
治
期
の
問
題
が
顧
み
ら
れ
る
に

至
っ
た
。

坪
内
遁
遙
の
翻
訳
思
想
、
川
上
音
二

郎
と
森
鴎
外
の
戯
曲
翻
訳
等
々
、
明
治

期
翻
訳
の
問
題
に
集
中
し
、
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
に
沿
っ
て
の
潟
沼
誠
二
氏
の
講
演

も
、
幸
田
露
伴
の
文
学
が
中
心
で
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
単
な
る
翻
訳
の
領
域
に

留
ま
ら
ず
、
作
品
の
価
値
そ
の
も
の
に

も
及
ん
だ
こ
と
は
、
翻
訳
と
い
う
営
み

願
教
寺
資
料
鋼
査
に
つ
い
て
落
合
博
志
…

特
別
共
同
利
剛
研
究
貝
の
受
入
れ
に
つ
い
て

叉
季
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
・
…
・
・

共
同
研
究
・
人
聯
異
動
ほ
か
．
…
…
・
…
・
…
…

蕊
報
…
…
・
…
…
…
・
…
．
．
…
．
．
…
・
…
…
・
…
・
…

公
閲
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
無
料
化
に
つ
い
て
…

鳳
典
癖
既
セ
ミ
ナ
ー
刊
行
中
．
．
…
…
…
・
…
…

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
…
：
・
・
…
・
…
…
…
…
．

平
成
吃
年
度
奪
季
学
会
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
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を
通
し
て
の
近
代
文
学
史
の
構
築
と
さ

え
思
わ
れ
る
成
果
で
あ
っ
た
。

翻
訳
論
は
、
「
美
辞
学
」
「
修
辞
学
」

「
文
体
論
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

今
回
の
発
表
に
お
い
て
も
、
「
源
氏
物

語
」
の
翻
訳
の
困
難
さ
は
、
女
性
的
特

殊
性
を
持
つ
地
の
文
に
あ
り
と
す
る
文

体
論
に
ま
で
及
ぶ
発
表
が
あ
っ
た
。

「
翻
訳
と
そ
の
周
辺
」
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
は
、
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
の
「
境

界
」
を
「
文
学
と
文
体
の
境
界
」
と
い

う
分
野
に
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

多
数
の
発
表
応
募
者
の
中
か
ら
発
表

者
を
決
定
す
る
と
き
に
、
そ
の
発
表
の

最
も
適
切
な
場
は
、
本
研
究
集
会
な
の

か
、
他
の
学
会
な
の
か
を
、
発
表
者
本

人
の
た
め
に
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
国
間
に
ま
た
が
る
影
響
・
典
拠
関

係
等
は
、
本
研
究
集
会
に
な
じ
ま
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
具
体
的
個
別
の
問

題
に
な
る
と
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
例

え
ば
日
本
比
較
文
学
会
や
和
漢
比
較
文

学
会
が
適
切
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。

今
回
の
近
世
の
通
俗
軍
談
を
取
り
上

げ
て
の
「
翻
訳
の
方
法
」
は
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
「
そ
の
典
拠
と
翻
案
の
様
相
」

の
「
典
拠
」
に
比
重
が
か
か
り
、
中
国

の
歴
史
書
に
典
拠
を
探
る
発
表
の
感
が

あ
っ
た
。
発
表
内
容
の
評
価
は
別
と
し

」
一
周一

一 て
、
本
研
究
集
会
の
発
表
と
し
て
適
切

で
あ
っ
た
か
の
問
題
を
投
げ
か
け
ら
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

翻
案
に
国
際
政
治
状
況
の
反
映
を
見

る
と
す
る
発
表
が
、
二
編
あ
っ
た
。
一

つ
は
韓
国
併
合
の
一
九
一
○
年
八
月
直

後
の
一
○
月
に
、
川
上
音
二
郎
に
よ
り

上
演
さ
れ
た
「
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
」
の
翻
案
「
新
国
王
」
に
、
当
時
の

日
韓
両
国
の
政
治
状
況
の
認
識
を
読
み

と
ろ
う
と
す
る
発
表
、
一
つ
は
日
本
の

へ

一
一

‐－

植
民
地
時
代
の
台
湾
の
「
日
本
語
文
学
」

に
見
ら
れ
る
、
他
に
例
の
な
い
あ
ま
り

に
も
異
常
な
翻
訳
の
問
題
で
あ
る
。

「
翻
訳
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
定
め

た
と
き
に
は
、
翻
訳
ま
た
は
翻
案
が
こ

の
種
の
国
際
政
治
状
況
に
踏
み
込
ん
だ

発
表
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
当

に
「
翻
訳
の
周
辺
」
で
あ
る
。

谷
崎
の
小
説
の
映
画
化
の
問
題
も
確

か
に
映
像
文
化
へ
の
「
翻
案
」
で
あ
り
、

「
翻
訳
の
周
辺
」
へ
の
新
た
な
提
起
で

’

劃

』

７
〕

１１
=唾

ノ

Ｐ

あ
っ
た
。
平
成
一
二
年
度
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
「
画
像
と
言
語
表
現
」
と
決
め

ら
れ
た
の
も
、
映
像
文
化
へ
の
翻
案
が

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

懇
親
会
に
お
い
て
も
、
熱
の
こ
も
っ

た
話
し
合
い
が
続
い
た
。
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
、
無
限
に
広
が
る
翻
訳
の
問
題
に

感
動
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
も
っ
て
、

委
員
の
一
人
と
し
て
喜
び
を
感
じ
て
い

る
。
（
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員

会
委
員
・
聖
徳
大
学
教
授
）

舜

垂
一
一

匡
Ｐ
』

弓
思
腰

r

厚ら戸も
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＊
研
究
発
表

◆
「
通
俗
唐
玄
宗
軍
談
」
の
翻
訳
の
方

法
ｌ
そ
の
典
拠
と
翻
案
の
様
相
ｌ

熊
慧
蘇
（
文
教
大
学
大
学
院
）

◆
「
定
家
卿
百
番
自
歌
合
」
の
「
春
部
」

に
つ
い
て

ｌ
和
歌
の
配
列
を
ど
う
読
む
か
ｌ

ア
ン
ド
レ
ア
・
ラ
オ
ス
（
フ
ラ

ン
ス
国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究

所
博
士
課
程
）

◆
源
氏
物
語
の
叙
述
体
の
翻
訳
に
お
け

る
問
題ソ
ー
ニ
ャ
・
ア
ン
ッ
エ
ン
（
ア

ル
バ
ー
タ
大
学
教
授
）

◆
実
用
主
義
の
翻
訳
か
ら
芸
術
言
語
の

翻
訳
へ
と
ｌ
芸
術
的
翻
訳
思
想
の
誕

生
と
そ
の
周
辺
ｌ

鄭
炳
浩
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

◆
「
新
国
王
」
に
現
れ
た
韓
国
観

ｌ
「
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

第
二
三
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

は
、
平
成
二
年
二
月
一
八
（
木
）

一
九
（
金
）
の
両
日
、
当
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
例
年
よ

り
や
や
増
え
て
、
一
○
七
名
（
う
ち
外

国
人
五
一
名
）
で
し
た
。
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
含
め
、
活
発
な
討
議
と
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
す
。

と
の
比
較
に
お
い
て
ｌ

李
応
寿
（
世
宗
大
学
校
副
教
授
）

◆
森
鴎
外
訳
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ

ｌ
「
債
鬼
」
か
ら
消
え
た
エ
ロ
ス
ー

長
島
要
一
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）

◆
文
化
の
翻
訳
と
し
て
の
映
画
物
語

ｌ
谷
崎
潤
一
郎
「
肉
塊
」
詮
ｌ

張
栄
順
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

◆
台
湾
の
「
日
本
語
文
学
」
に
お
け
る

翻
訳
の
装
置

李
郁
意
（
広
島
大
学
大
学
院
）

◆
タ
イ
語
訳
の
日
本
文
学

カ
ン
ラ
ヤ
ニ
ー
・
シ
タ
ス
ワ
ン

（
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
助
教
授
）

＊
公
開
講
演

◆
露
伴
の
時
代

ｌ
日
本
近
代
文
学
史
に
お
け
る
翻
訳

と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

潟
沼
誠
二
（
北
海
道
教
育
大
学

教
授
）

◆
題
詠
の
翻
訳

Ｉ
頓
阿
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
カ
ー
タ
ー

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー

バ
イ
ン
校
教
授
）

こ
れ
ら
の
内
容
を
収
め
た
会
議
録
は
、

三
月
刊
行
予
定
で
す
。

（
研
究
情
報
部
情
報
資
料
室
）

へ

！
；
…
！
：
文
庫
紹
介
⑫
…
ｉ
Ｉ
１
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
…
１
１
１
１
…
１
－

専
徳
寺

一
専
徳
寺
は
、
広
島
県
三
次
市
に
所
在
記
さ
れ
る
。

一
す
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
お
西
）
の
専
徳
寺
所
蔵
の
資
料
群
の
特
色
は
、
一

一
寺
院
。
江
戸
中
期
に
は
、
学
僧
と
し
て
こ
う
し
た
優
れ
た
学
僧
で
あ
り
、
か
つ
一

一
名
高
い
古
貫
和
上
が
住
職
を
勤
め
た
。
説
教
を
実
際
に
行
っ
た
人
物
の
遺
品
、
一

一
そ
の
縁
に
よ
り
、
当
時
の
講
義
ノ
ー
ト
す
な
わ
ち
近
世
の
唱
導
材
が
、
実
際
の
一

一
に
相
当
す
る
、
仮
綴
装
の
写
本
・
書
き
唱
導
の
場
に
出
さ
れ
る
以
前
の
混
沌
と
一

一
本
類
を
中
心
に
、
江
一
戸
中
期
以
後
の
浄
し
た
状
態
で
、
崩
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
一

一
土
真
宗
の
学
問
と
布
教
の
双
方
を
知
る
ま
ま
の
状
態
で
保
存
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
一

一
た
め
に
必
須
の
資
料
が
、
そ
っ
く
り
そ
あ
る
。
近
世
の
仏
教
文
学
の
一
群
落
が
、
一

一
の
ま
ま
保
存
さ
れ
る
。
い
か
よ
う
に
．
い
か
な
る
事
情
で
、
現
一

一
古
貫
和
上
の
名
は
、
ご
く
一
般
の
方
在
の
我
々
が
目
に
す
る
よ
う
な
形
態
に
一

一
に
は
な
じ
み
の
薄
い
も
の
や
も
知
れ
な
な
り
得
た
か
を
知
る
た
め
の
、
大
き
な
一

一
い
が
、
世
に
安
芸
門
徒
と
呼
ば
れ
る
広
助
け
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
る
も
の
の
一

一
島
県
下
の
真
宗
門
徒
や
、
殊
に
真
宗
学
よ
う
で
あ
る
。

一
を
専
攻
す
る
方
な
ら
ば
、
勿
論
ご
存
じ
さ
て
、
当
館
が
件
の
調
査
に
着
手
し
一

一
の
こ
と
と
思
う
。
そ
の
伝
記
は
、
本
願
た
の
は
、
読
本
研
究
で
ご
高
名
な
横
山
一

一
寺
派
の
学
僧
の
事
跡
を
集
め
た
「
古
徳
邦
治
先
生
の
ご
紹
介
に
よ
る
も
の
で
、
一

一
事
蹴
伝
』
（
「
真
宗
全
書
」
第
髄
巻
に
所
現
在
は
、
島
田
大
助
氏
・
杉
本
好
伸
一

一
収
）
に
歴
代
の
勧
学
と
並
ん
で
記
さ
れ
氏
・
長
谷
川
泰
志
氏
・
藤
沢
毅
氏
ら
、
一

一
る
。
十
四
歳
に
し
て
高
座
に
登
り
、
長
広
島
県
に
在
住
の
近
世
文
学
研
究
者
の
一

一
じ
て
後
は
本
山
の
学
林
に
学
び
、
明
和
諸
氏
に
当
館
の
調
査
員
を
お
引
き
受
け
一

一
三
年
・
宝
暦
八
年
に
は
、
本
山
の
安
居
頂
き
、
文
献
資
料
調
査
を
実
施
し
て
い
一

一
で
「
浄
土
論
註
」
を
講
義
し
た
と
い
う
。
る
。
記
し
て
、
専
徳
寺
様
な
ら
び
に
調
一

一
し
か
し
、
学
寮
の
人
間
に
し
か
通
用
で
査
員
の
諸
氏
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

一
き
な
い
類
の
羅
漢
づ
ら
学
者
で
は
な
く
、
（
文
献
資
料
部
和
田
恭
幸
）
一

一
優
れ
た
説
教
の
才
を
有
し
た
こ
と
も
併

一
０
８
０
９
６
０
０
４
０
０
０
０
０
６
０
１
０
１
４
１
１
卜
０
０
０
０
‘
６
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
８
６
０
０
０
９
０
０
０
０
０
９
０
０
９
９
０
０
０
０
０
９
９
０
０
１
０
０
０
６
０
６
Ｉ
０
０
１
８
０
１
０
０
０
９
０
０
り
０
０
０
０
０
０
０
０
０
■
０
０
０
日
０
０
８
０
０
４
９
０
９
０
０
０
０
４
日
９

~

－3－



第54号 国文学研究資料館報 平成12年3月

年
明
け
の
五
日
、
佐
岐
え
り
ぬ
氏
が

小
山
弘
志
元
館
長
の
案
内
で
来
館
さ
れ

た
。
昨
年
度
末
に
、
中
村
真
一
郎
氏
愛

蔵
の
日
本
漢
詩
文
集
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
八

百
点
（
内
容
に
つ
い
て
は
本
館
報
記
号

の
キ
ャ
ン
ベ
ル
助
教
授
の
文
章
が
詳
し

い
）
を
当
館
が
購
入
し
た
こ
と
に
対
す

る
謝
意
挨
拶
の
た
め
の
来
訪
で
あ
っ
た
。

小
山
先
生
は
一
高
以
来
の
故
人
と
の
親

し
い
立
場
か
ら
の
仲
介
の
労
を
と
ら
れ

た
わ
け
で
あ
る
。
夫
人
の
佐
岐
氏
か
ら

は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
関
連
資
料
と
し

て
、
中
村
氏
が
用
意
し
て
い
た
「
詩
人

の
庭
（
言
昌
９
９
紺
）
」
と
題
す
る
五

章
か
ら
成
る
江
戸
詩
史
の
未
発
表
草
稿

を
寄
贈
し
て
頂
い
た
（
た
だ
し
序
章
の

メ
モ
で
は
、
江
戸
の
詩
の
面
白
さ
を
語

る
も
の
で
「
詩
史
」
を
企
図
す
る
も
の

で
は
な
い
と
記
し
て
い
る
が
、
誠
に
綿

密
で
魅
力
的
な
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

集
英
社
版
の
同
名
番
と
は
異
な
る
）
。

ま
た
、
「
新
潮
」
連
載
中
に
急
逝
さ
れ

て
中
絶
し
た
「
木
村
燕
葭
堂
の
サ
ロ
ン
」

の
原
稿
を
、
単
行
本
化
の
後
に
寄
贈
し

て
下
さ
る
こ
と
を
約
さ
れ
た
。
共
に
ま

こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
、
感
謝
の
申
上

「
文
化
財
の
流
出
」
の
発
想
を
捨
て
る

松
野
陽
一

げ
よ
う
も
な
い
。
幕
末
明
治
を
連
続
の

相
で
把
え
て
資
料
収
集
・
研
究
を
開
始

し
た
当
館
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
贈
物

と
な
っ
た
。

二
月
初
日
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館

と
の
二
年
越
し
の
交
渉
が
実
っ
て
、
日

本
古
典
籍
資
料
（
旧
総
督
府
図
書
館
本
）

の
収
集
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
今
後
毎

年
百
点
ず
つ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

収
集
、
利
用
可
能
と
な
る
。
尹
館
長
の

大
局
観
に
依
る
所
、
大
な
る
も
の
が
あ

る
が
、
李
貴
遠
古
典
籍
運
営
室
長
の
周

到
な
配
慮
と
成
果
実
現
へ
の
熱
意
が
、

困
難
を
克
服
し
た
。
感
謝
し
た
い
。
ソ

ウ
ル
大
学
校
図
書
館
本
（
旧
京
城
帝
大

本
）
も
、
年
度
は
越
え
る
が
同
様
に
ス

タ
ー
ト
す
る
。
こ
の
見
返
り
で
現
在
客

員
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
い
る
同
大

の
崔
承
煕
先
生
の
日
本
国
内
で
の
韓
国

古
代
史
料
の
調
査
・
収
集
も
、
天
理
・

京
大
・
早
稲
田
等
で
順
調
に
進
み
、
三

月
に
は
成
果
発
表
の
機
会
を
持
つ
こ
と

に
な
っ
た
。
既
に
三
回
に
わ
た
る
研
究

会
で
中
間
発
表
が
重
ね
ら
れ
た
が
、
さ

す
が
老
練
な
専
家
の
史
料
批
判
は
厳
密

且
つ
新
見
に
満
ち
て
い
て
、
予
期
以
上

ｰ、

の
成
果
と
な
る
こ
と
確
実
で
あ
る
。

三
月
初
旬
に
は
台
湾
大
学
図
書
館
の

旧
台
北
帝
大
本
の
調
査
（
昨
年
九
月
に

次
ぐ
）
・
収
集
に
も
入
っ
た
。
前
々
号

で
予
告
し
た
旧
植
民
地
所
在
本
の
収
集

は
大
連
の
旧
満
鉄
本
を
除
い
て
、
こ
の

よ
う
に
具
体
化
し
始
め
た
こ
と
を
報
告

し
て
お
き
た
い
。

当
館
で
は
こ
の
ほ
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
で
も
調
査
を
継
続
し
て
い
る

が
、
数
年
前
か
ら
基
本
的
な
姿
勢
に
変

化
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
日
本
人
研
究
者
の
た
め
だ
け

の
調
査
・
収
集
か
ら
、
現
所
蔵
者
で
あ

る
各
国
の
日
本
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用

さ
れ
る
資
料
と
な
る
こ
と
へ
の
意
識
の

変
革
で
あ
る
。
ま
だ
実
効
が
上
が
る
と

こ
ろ
ま
で
到
っ
て
い
な
い
が
、
共
同
調

査
の
態
勢
も
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
地
研
究
者
が
充
分
に
活
用
し
て
研
究

に
資
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
努
力
を

重
ね
て
行
き
た
い
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本

学
高
等
研
究
所
と
の
学
術
協
定
も
三
年

を
経
過
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
こ
の

二
月
の
フ
ェ
ル
シ
ュ
ー
ル
氏
で
九
人
目

の
短
期
研
究
者
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
（
長
期
の
客
員
教
授
と
し
て
は
エ
ラ

イ
ユ
、
ロ
ー
タ
モ
ン
ド
両
氏
が
蒜
任
し

た
）
。
一
方
当
館
か
ら
は
、
岡
、
新
藤
、

（

上
野
三
教
授
が
講
読
の
担
当
に
赴
い
た

ほ
か
、
資
料
調
査
に
も
関
わ
っ
て
貰
っ

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
困
難
な
状
況

に
あ
っ
た
共
同
調
査
に
も
漸
く
篭
手
す

る
機
運
が
生
じ
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し

い
。
機
の
熟
す
る
こ
と
を
待
つ
姿
勢
も

重
要
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
「
文
化
財

の
流
出
」
な
ど
と
い
う
意
識
を
早
く
捨

て
去
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。
現
在

海
外
各
国
の
図
書
館
・
個
人
の
所
蔵
す

る
日
本
関
係
書
籍
は
、
日
本
の
も
の
で

は
な
い
。
ケ
ン
ペ
ル
、
シ
ー
ボ
ル
ト
、

、
、

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
折
角
持
っ
て

い
っ
て
く
れ
た
本
、
韓
国
・
台
湾
の
図

瞥
館
が
大
切
に
管
理
保
存
を
し
て
き
た

本
は
、
当
館
と
し
て
も
正
確
な
番
誌
傭

報
は
持
ち
た
い
が
、
基
本
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
日
本
研
究
者
が
活
用
す
べ

き
資
料
な
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
先
生

や
ピ
ジ
ョ
ー
先
生
の
如
き
老
練
な
先
達

が
果
さ
れ
た
写
本
・
版
本
を
駆
使
し
た

研
究
手
法
を
身
に
つ
け
、
現
地
資
料
を

活
用
し
て
く
れ
る
若
手
研
究
者
の
層
が

厚
く
な
る
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。

論
文
は
日
本
語
以
外
の
言
語
で
活
発

に
書
か
れ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
し
か

し
、
用
い
る
テ
キ
ス
ト
本
文
は
写
本
版

本
を
縦
横
に
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
全
て
の
證
文
が
そ
う
で
あ
る
必

要
は
な
い
が
、
日
本
学
研
究
者
の
増
加
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が
そ
の
方
向
で
進
展
す
る
こ
と
を
望
む

し
、
当
館
の
果
た
す
べ
き
役
割
り
も
、

そ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
に
な
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

研
究
の
国
際
化
、
国
際
交
流
の
論
は

多
い
が
、
日
本
文
学
の
場
合
、
ヴ
ェ
ク

ト
ル
の
方
向
が
逆
に
な
っ
て
い
る
と
感

ず
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
各
言

語
圏
毎
に
、
活
字
本
だ
け
に
拠
ら
な
い

練
達
の
研
究
者
が
多
数
生
ま
れ
る
環
境

戸､

古
典
連
続
講
演
の
お
知
ら
せ

岩
佐
美
代
子
の
語
る
『
源
氏
物
語
」

当
館
で
は
毎
年
公
開
識
演
会
を
実
施
平
成
一
三
年

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
そ
れ
と
は
別
に
、
④
一
月
二
六
日
（
金
）

『
源
氏
物
語
」
の
連
続
講
演
を
開
催
致
夕
霧
の
巻
鑑
賞

し
ま
す
。
講
師
は
鶴
見
大
学
名
誉
教
授
ｌ
普
通
人
の
物
語
ｌ

岩
佐
美
代
子
氏
で
す
。
内
容
は
、
こ
れ
⑤
三
月
一
六
日
（
金
）

ま
で
の
公
開
講
演
会
と
同
様
に
、
研
究
愛
読
す
る
人
々

者
・
大
学
院
生
・
学
生
に
一
般
の
方
々
ｌ
鎌
倉
後
期
の
享
受
ｌ

も
含
め
て
対
象
と
し
て
お
り
、
専
門
的
各
回
三
時
～
四
時
半
（
一
時
間
半
）

研
究
的
な
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
多
数
の
方
々
の
ご
来
聴
を
お
待
ち
受
講
人
数
一
二
○
名

い
た
し
ま
す
。
日
時
・
題
目
等
は
次
の
申
し
込
み
方
法

通
り
で
す
。
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住

平
成
一
二
年
所
・
氏
名
・
所
属
を
ご
記
入
の
上
、

①
五
月
一
九
日
（
金
）
国
文
学
研
究
資
料
館
源
氏
講
演
係
宛

皇
女
の
系
譜
に
、
郵
送
し
て
下
さ
い
。

ｌ
藤
壷
・
秋
好
中
宮
・
女
三
宮
Ｉ
５
回
全
部
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る

②
九
月
二
九
日
（
金
）
方
は
四
月
二
四
日
ま
で
に
、
あ
る
回

衣
裳
の
描
法
の
み
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ

ｌ
そ
の
役
割
と
効
果
Ｉ
の
回
の
三
週
間
前
ま
で
に
、
お
申
し

③
二
月
二
四
日
（
金
）
込
み
下
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

妻
三
態
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

’
葵
上
・
紫
上
・
花
散
里
１
お
受
講
は
無
料
で
す
。

を
作
る
こ
と
が
当
館
の
当
面
の
「
国
際

化
」
の
目
標
に
な
っ
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
。当
面
す
る
重
要
問
題
で
あ
る
、
独
立

行
政
法
人
化
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学

へ

加
入
、
立
川
移
転
に
伴
な
う
組
織
改
革

の
三
点
に
つ
い
て
は
香
く
余
裕
を
失
っ

た
。
近
々
他
の
手
段
で
現
状
の
報
告
と

見
解
を
述
べ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
館
長
）
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二

昨
年
一
○
月
二
五
日
か
ら
一
一
月
六

日
ま
で
、
秋
季
特
別
展
示
と
し
て
「
芭

蕉
自
錐
奥
の
細
道
」
展
を
行
っ
た
。
平

成
八
年
秋
に
発
見
さ
れ
た
芭
蕉
自
筆
本

『
奥
の
細
道
』
を
、
関
東
地
区
で
は
じ

め
て
展
示
公
開
し
、
そ
れ
と
共
に
出
現

し
た
同
じ
く
芭
蕉
筆
の
『
幻
住
庵
記
』
、

『
猿
蓑
」
歌
仙
「
市
中
」
の
巻
、
『
冬
の

日
」
な
ど
を
含
め
て
、
計
四
四
点
を
展

墨 ■一

＝鷺茎一一
一

＝ご‘、割-と‐季-,-
=や零画一畳-勺←

芭
蕉
自
筆
奥
の
細
道
展
報
告

知

羽
今

訓
勺

声

示
し
た
。
期
間
中
は
無
休
で
日
暇
祝
日

も
開
催
と
い
う
形
を
と
り
、
来
館
者
は

一
三
日
間
で
一
七
七
九
名
を
数
え
、
当

館
開
館
以
来
鹸
高
と
な
っ
た
。

ま
た
一
○
月
三
○
日
に
、
「
自
筆
本

『
奥
の
細
道
」
と
は
な
に
か
」
（
当
館
上

野
洋
三
教
授
）
・
弓
奥
の
細
道
」
の

版
本
に
つ
い
て
」
（
早
稲
田
大
学
文
学

部
雲
英
末
雄
教
授
）
と
い
う
テ
ー
マ
の

へ

Q

~

ｰ

講 演（上野教授）

一

一_一一

公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。
聴
講
申
し

込
み
が
殺
到
し
た
た
め
、
や
む
を
得
ず

抽
選
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
識
演
会

に
お
出
で
頂
け
な
か
っ
た
方
々
に
は
、

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
な
お
展
示

の
図
録
弓
奥
の
細
道
』
の
軌
跡
」
を

臨
川
書
店
よ
り
販
売
し
、
既
に
完
売
し

た
。
講
演
の
内
容
は
、
従
来
と
同
様
に
、

「
国
文
学
研
究
資
料
館
古
典
講
演
シ
リ

ー
ズ
』
と
し
て
臨
川
書
店
よ
り
刊
行
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
（
参
考
室
）

へ

講演（雲英教授）

一
時
半
～
四
時
半

会
場
当
館
大
会
議
室

講
師
成
撰
大
学
教
授
櫛
斐
高
氏

隆
盛
寺
住
職
萩
原
是
正
氏

佐
賀
大
学
教
授
井
上
敏
幸
氏

申
し
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
ご
記
入
の
上
、
国
文
学
研
究

資
料
館
誰
演
会
係
宛
に
、
郵
送
し
て

下
さ
い
。
（
定
員
先
着
一
五
○
名
）

〔
展
示
〕

平
塚
市
隆
盛
寺
所
蔵
の
元
政
関
係
資

料
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

日
時
六
月
一
九
日
（
月
）
～
三
○
日

（
金
）
九
時
半
～
四
時
半

会
場
当
館
二
階
展
示
室

来
観
自
由
・
入
場
無
料
。

土
曜
日
・
日
畷
川
は
休
館
。

春
期
公
開
講
演
会
・
展
示
の
お
知
ら
せ

平
成
一
二
年
春
期
公
開
講
演
会
。
及

び
展
示
は
、
深
草
の
元
政
上
人
を
テ
ー

マ
に
行
い
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
来

館
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

〔
講
演
会
〕

日
時
六
月
二
三
日
（
金
）

元
政
ｌ
弱
者
の
奇
蹟
Ｉ
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毎
年
恒
例
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
第
５

回
を
、
昨
年
一
二
月
三
日
（
金
）
に
開

催
し
た
。

源
氏
物
語
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
一
年

の
間
隔
を
空
け
ず
に
三
種
類
も
出
版
さ

れ
る
と
い
う
偶
然
の
素
晴
ら
し
い
事
態

を
見
据
え
て
、
聖
二
世
紀
の
源
氏
物

語
研
究
〃
と
の
テ
ー
マ
設
定
に
し
た
。

源
氏
物
語
研
究
者
・
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
担

当
者
五
人
（
室
伏
信
助
・
河
添
房
江
・

伊
井
春
樹
・
今
西
裕
一
郎
の
各
氏
と
中

村
）
が
講
演
や
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、

約
一
五
○
名
の
参
加
者
を
得
た
。
ま
た
、

当
日
は
、
広
島
大
学
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
結
び
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
広
島
会
場
か
ら
稲
賀
敬
二
氏
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
広
島
会
場
に

は
、
五
○
名
を
越
え
る
参
加
者
が
集
ま

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
以
下
に
掲
げ
る
と
お
り
。

〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
｝

＊
午
前
の
部

〈
講
演
〉

源
氏
物
語
と
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

Ｉ
接
点
と
期
待
Ｉ

第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
報
告

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

河
添
房
江
（
東
京
学
芸
大
学
）

源
氏
物
語
の
本
文
ｌ
現
状
と
課
題
ｌ

室
伏
信
助
（
東
京
女
子
大
学
）

＊
午
後
の
部

〈
講
演
〉

〔
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
源
氏
物
語
」
〕

角
川
書
店
版
伊
井
春
樹
（
大
阪
大
学
）

九
州
大
学
版
十
勉
誠
出
版
版

今
西
裕
一
郎
（
九
州
大
学
）

岩
波
普
店
版

中
村
康
夫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

〈
討
論
〉

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
源
氏

物
語
研
究
の
新
展
開
」

河
添
房
江
（
東
京
学
芸
大
学
）

室
伏
信
助
（
東
京
女
子
大
学
）

伊
井
春
樹
（
大
阪
大
学
）

今
西
裕
一
郎
（
九
州
大
学
）

中
村
康
夫
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

稲
賀
敬
二
（
安
田
女
子
大
学
）

司
会
・
伊
藤
鉄
也

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

へ
内
容
は
、
源
氏
物
語
の
本
文
研
究
史

と
現
在
の
問
題
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
源
氏
物
語
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
有
用
性
、
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
刊

行
に
よ
る
研
究
の
可
能
性
の
拡
大
な
ど
、

国
文
学
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築
と
利
用
に
つ
い
て
、
将
来
を
意
識

し
な
が
ら
多
角
的
な
議
論
が
あ
っ
た
。

Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
出
版
は
そ
れ
ぞ
れ
に

優
れ
た
特
徴
が
あ
り
、
利
用
目
的
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
の
が
良
い
よ
う
に
思

〔

畠｡&』江黒
L

－－－墜一一
幸》

一一oー

’
4

k

i弱 ，，

弱4
甦斗
、■

一

ネ
ム
フ

わ
れ
る
。

当
日
は
、
会
場
外
の
玄
関
ホ
ー
ル
で

３
種
類
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
、
出
版
社

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
、
会
場
の
議
論
を
具
体
的

に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
注
目
を
浴
び

た
。
電
子
情
報
が
国
文
学
研
究
に
も
ま
す

ま
す
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
実
感
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。
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阿
仏
の
ふ
み
写
一
冊

南
北
朝
末
か
ら
室
町
初
期
頃
の
写
。

外
題
「
為
家
乃
御
前
阿
佛
の
ふ
み
」
、

扉
題
「
阿
佛
の
ふ
み
」
。
枡
型
本
列
帖

装
。
表
紙
共
紙
。
墨
付
本
文
十
六
丁
。

「
乳
母
の
ふ
み
」
「
庭
の
訓
」
と
も
呼
ば

れ
、
阿
仏
尼
が
娘
紀
内
侍
に
教
え
た
書

と
さ
れ
る
。
広
本
系
統
と
略
本
系
統
と

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
略
本
系
統
に
属
す

る
。
奥
普
は
な
い
。
現
在
知
ら
れ
る
諸

本
の
う
ち
蛾
も
古
い
書
写
の
伝
本
で
あ

る
。伏

見
院
御
集
巻
子
本
一
軸

江
戸
初
期
頃
の
広
沢
切
模
写
本
。
二

十
紙
継
。
表
紙
・
見
返
し
共
雲
母
刷
蔦

模
様
。
本
紙
の
上
下
段
に
金
銀
切
箔
・

砂
子
散
し
。
総
歌
数
二
七
首
。
う
ち

百
首
は
『
新
編
国
歌
大
観
」
所
収
『
伏

見
院
御
集
」
二
一
六
三
～
二
二
六
二
の

百
首
。
残
り
十
七
首
の
う
ち
十
五
首
は

「
新
編
国
歌
大
観
」
未
収
で
あ
り
、
更

に
う
ち
十
一
首
が
新
出
資
料
で
あ
る
。

ま
た
百
首
に
関
し
て
も
、
自
筆
原
本
と

の
相
違
や
、
注
記
な
ど
、
検
討
す
べ
き

点
を
多
く
含
む
。

新
収

和

古
書
抄
平
成
二
年

徒
然
草
古
活
字
版
大
本
二
冊

慶
長
年
間
の
刊
行
。
毎
半
葉
十
行
、

平
か
な
古
活
字
版
。
料
紙
は
、
雲
母
摺

り
の
下
絵
入
、
色
変
り
の
装
飾
料
紙
。

嵯
峨
本
に
先
行
す
る
、
和
書
古
活
字
版

の
装
飾
本
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
資

料
で
あ
る
。

な
お
、
本
書
の
カ
ラ
ー
図
版
と
岡
崎

久
司
氏
（
大
東
急
記
念
文
庫
）
の
ご
執

筆
に
な
る
詳
し
い
解
説
が
「
特
別
展

光
悦
と
能
華
麗
な
る
謡
本
の
世
界
」

（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
・
一
九
九
九
年
発
行
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。職

原
抄
写
一
冊

栗
皮
色
無
地
表
紙
。
外
題
な
し
。
書

写
奥
書
等
な
し
。
峡
題
菱
「
職
原
紗

〈
足
利
末
期
古
爲
本
／
詳
注
書
入
〉
」
。

安
保
流
注
釈
を
承
け
て
成
立
し
た
富
田

流
の
注
釈
書
。
「
職
原
抄
」
本
文
に
書

き
込
み
を
し
た
も
の
に
さ
ら
に
、
頭

注
・
貼
紙
な
ど
で
、
冒
頭
の
伝
流
を
示

す
注
を
は
じ
め
、
多
数
の
注
が
書
き
込

ま
れ
る
。
室
町
最
末
期
の
成
立
と
思
し

い
・
朱
に
よ
る
傍
線
、
句
読
点
、
注
見

出
し
を
示
す
諸
点
が
記
さ
れ
る
。
二

~

釈
迦
の
本
地
大
本
三
巻
三
冊

寸
法
二
七
・
三
×
一
七
・
五
糎
。
五

針
袋
綴
装
。
題
策
欠
。
内
題
「
釈
迦
の

本
地
上
（
中
・
下
）
」
。
匡
郭
四
周
単
辺
。

毎
半
葉
十
一
行
。
刊
記
「
寛
永
廿
癸
未

年
九
月
吉
日
橘
屋
／
源
兵
衛
開
板
」
。

刷
り
は
ヤ
ヤ
後
印
。

芭
蕉
書
簡
（
怒
誰
宛
）
一
軸

本
紙
寸
法
、
一
五
・
六
×
五
二
・
二

糎
。
冒
頭
の
二
・
三
字
が
切
除
さ
れ
、

宛
名
・
署
名
・
日
付
を
も
欠
く
が
、
元

禄
七
年
正
月
二
十
七
日
付
の
菅
沼
曲
水

宛
書
簡
と
、
形
態
の
上
か
ら
も
内
容
の

上
か
ら
も
深
く
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の

で
、
同
じ
頃
、
曲
水
の
実
弟
高
橋
怒
誰

宛
と
推
定
さ
れ
る
。
最
晩
年
の
筆
跡
と

し
て
芭
蕉
の
境
地
を
示
す
重
要
資
料
。

六
・
○
×
一
八
・
六
糎
。
墨
付
二
四

丁
の
う
ち
、
貼
紙
を
後
補
で
綴
じ
込
ん

だ
も
の
が
三
十
三
丁
あ
る
。

武
家
屋
敷
饗
膳
厨
房
絵
巻
一
軸

江
戸
後
期
成
か
。
武
家
屋
敷
に
到
着

す
る
客
と
、
そ
の
接
待
の
た
め
の
厨
房

の
様
子
を
描
く
。
彩
色
画
で
あ
る
が
、

色
指
定
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

屏
風
な
ど
の
下
絵
と
し
て
製
作
さ
れ
た

も
の
か
。
巻
頭
に
「
中
洲
寓
居
二
於
之

’

へ

東
海
道
五
拾
三
題
勝
景
帖
横
本
一
冊

北
斎
画
、
原
題
鐙
に
「
東
海
画
譜
全
」
。

狂
歌
入
り
小
判
錦
絵
「
東
海
道
五
十
三

次
」
の
揃
い
物
（
享
和
四
年
初
摺
刊
行
）

を
、
日
本
橋
か
ら
京
ま
で
の
五
十
六
図

（
六
郷
渡
を
含
む
）
を
順
番
に
版
本
形

態
に
し
た
絵
本
。
「
日
本
橋
・
六
郷

渡
・
原
・
鞠
子
・
藤
枝
・
鳴
海
・
宮
・

京
」
は
柳
川
重
信
画
か
。
表
紙
裏
に

「
前
北
斎
為
一
画
」
と
あ
り
、
こ
の
落

款
を
用
い
た
時
期
や
、
本
藍
と
ベ
ロ
藍

が
併
用
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
文
政
後

期
の
後
摺
り
と
思
わ
れ
る
。

雅
踊
特
大
八
巻
二
冊

朝
鮮
銅
活
字
版
（
丁
酉
字
）
。
金
茶

色
卍
繋
艶
出
表
紙
。
外
題
墨
書
。
嘉
慶

四
年
（
一
七
九
九
）
正
祖
に
よ
る
編

纂
・
刊
行
に
か
か
る
。
朱
子
の
詩
文
を

抜
粋
し
た
も
の
。
印
面
や
や
荒
れ
て
い

る
。

写
對
水
蔵
」
と
あ
り
「
對
水
」
の
印
。

御
定
杜
陸
千
選
特
大
八
巻
四
冊

同
じ
く
朝
鮮
銅
活
字
版
（
丁
酉
字
）
。

体
裁
も
同
じ
だ
が
、
本
書
は
更
に
大
き

い
。
成
立
も
同
じ
。
こ
ち
ら
は
杜
甫
と

陸
瀞
の
五
言
律
詩
・
七
言
律
詩
を
抜
粋

し
た
も
の
。
精
印
。

｜口
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文
献
資
料
部
で
は
平
成
十
一
年
十
月

に
、
盛
岡
市
願
教
寺
所
蔵
の
古
典
籍
お

よ
び
書
画
類
の
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
。

願
教
寺
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
、

慶
安
年
間
創
建
で
南
部
家
と
も
縁
の
深

い
寺
院
で
あ
る
が
、
明
治
期
仏
教
界
の

傑
物
島
地
黙
雷
が
明
治
二
十
五
年
に
住

持
と
な
り
、
養
嗣
子
で
仏
教
学
者
の
島

地
大
等
も
次
代
の
住
持
を
務
め
た
の
で
、

父
子
二
代
の
蔵
書
が
こ
こ
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
、

調
査
メ
ン
バ
ー
の
岡
崎
久
司
氏
（
五
島

美
術
館
）
が
「
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞

典
」
に
「
島
地
黙
雷
」
の
項
目
を
執
華

の
際
、
願
教
寺
に
黙
雷
の
旧
蔵
番
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
た
の
が
機
縁
と
な
り
、

現
住
職
島
地
興
森
師
の
全
面
的
な
御
協

力
の
も
と
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
当
っ
た
の
は
文
献
資
料
部
の

岡
教
授
・
中
野
助
手
・
和
田
助
手
と
落

合
、
ま
た
館
外
か
ら
井
上
泰
至
・
岡
崎

久
司
・
菊
池
庸
介
・
土
屋
順
子
・
村
木

敬
子
・
渡
辺
匡
一
の
各
氏
に
加
わ
っ
て

頂
き
、
総
勢
十
名
で
十
日
間
休
み
な
し

に
実
施
さ
れ
た
。
願
教
寺
の
蔵
書
に
つ

い
て
は
、
大
等
の
残
後
に
編
ま
れ
た

願
教
寺
資
料
調
査
に
つ

落
合
博
志

「
道
遥
院
島
地
大
等
遺
書
目
録
」
が
既

に
存
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
和
本

の
総
数
を
約
千
百
点
と
概
算
し
、
十
日

間
で
十
分
余
裕
を
も
っ
て
終
了
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
調
査
の
進
行
に
つ
れ

て
目
録
以
外
の
和
本
が
相
当
数
見
出
さ

れ
、
カ
ー
ド
を
採
取
し
た
も
の
は
最
終

的
に
二
千
二
百
点
余
り
に
達
し
た
。
保

存
状
態
は
お
お
む
ね
良
好
で
、
住
職
が

懸
念
し
て
お
ら
れ
た
虫
害
も
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
は
、
盛
岡
の
寒
冷
な
気
候

も
幸
い
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

蔵
書
の
内
容
は
仏
書
、
特
に
江
戸
以

降
の
版
本
が
主
体
で
、
天
台
宗
・
真
言

宗
・
浄
土
真
宗
関
係
が
鼓
的
に
多
く
を

占
め
て
い
る
。
真
宗
の
書
籍
が
多
い
の

は
当
然
と
し
て
、
天
台
・
真
言
に
つ
い

て
は
、
視
野
の
広
い
仏
教
学
者
で
諸
宗

の
教
理
に
通
暁
し
、
『
天
台
教
学
史
」

の
著
も
あ
る
大
等
の
蒐
集
に
よ
る
所
が

大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。

貴
重
資
料
と
し
て
は
、
室
町
初
期
写

「
円
頓
戒
法
秘
蔵
大
綱
集
」
、
『
渓
嵐
拾

葉
集
」
（
嘉
吉
元
年
頃
写
三
冊
・
江
戸

初
期
写
四
冊
）
、
天
文
十
七
年
写
「
詠

法
華
廿
八
品
和
歌
」
、
江
戸
初
期
写

/へ

い
て

「
神
道
集
」
巻
九
そ
の
他
、
十
数
点
に

及
ぶ
天
海
蔵
旧
蔵
本
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
。
「
詠
法
華
廿
八
品
和
歌
」
は
明
応

十
年
の
賊
が
あ
り
、
『
轍
塵
抄
」
の
著

者
実
海
の
詠
じ
た
法
華
経
の
経
文
和
歌

で
従
来
未
知
の
資
料
。
「
神
道
集
」
は

小
題
に
「
五
十
北
野
天
神
事
」
と
あ
る
。

誤
写
も
多
い
が
、
赤
木
文
庫
本
に
優
る

点
も
見
ら
れ
、
零
本
な
が
ら
有
益
で
あ

ワ
（
。
◎

ま
た
、
法
隆
寺
一
切
経
十
軸
の
所
蔵

も
特
記
さ
れ
る
。
う
ち
半
数
に
奥
書
が

あ
り
、
天
平
二
十
一
年
か
ら
、
下
は
保

安
四
年
に
至
る
。
無
奥
書
の
奈
良
時
代

写
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
巻
五
百
六

十
七
は
、
平
安
中
期
頃
の
白
点
（
第
三

群
点
）
が
全
体
に
加
点
さ
れ
て
お
り
、

数
少
な
い
『
大
般
若
経
」
の
訓
点
資
料

と
し
て
貴
亜
な
も
の
。

こ
の
ほ
か
古
写
本
に
は
、
鎌
倉
初
期

写
「
代
宗
朝
贈
司
空
大
弁
正
広
智
三
蔵

和
上
表
制
集
」
巻
五
（
高
山
寺
旧
蔵
）
、

弘
安
四
年
写
『
谷
阿
闇
梨
伝
」
が
あ
る
。

ま
た
応
永
十
七
年
写
「
日
本
紀
私
見
聞
」

は
、
至
徳
三
年
の
本
奥
書
を
持
ち
、
春

琉
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
」
と
関
わ
る

所
の
多
い
日
本
書
紀
・
麗
気
記
の
注
釈

資
料
と
し
て
今
後
検
討
が
待
た
れ
る
。

仏
書
・
神
書
以
外
で
は
、
江
戸
初
期
写

「
源
氏
物
語
」
五
十
三
帖
、
明
版
「
分

/ー、

類
補
註
李
太
白
詩
」
（
写
字
台
文
庫
旧

蔵
で
、
黙
雷
が
大
谷
光
瑞
か
ら
贈
ら
れ

た
も
の
）
が
目
に
付
い
た
。

岡
崎
・
村
木
両
氏
が
担
当
し
た
掛
軸

を
中
心
と
す
る
書
画
類
（
総
数
約
三
百

四
十
点
）
に
も
注
目
さ
れ
る
作
品
が
見

出
さ
れ
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で
今
回
は

紹
介
を
省
く
。
そ
の
他
、
黙
雷
や
大
等

の
著
述
草
稿
類
・
自
筆
ノ
ー
ト
類
も
確

認
さ
れ
た
。
近
代
仏
教
学
の
興
味
あ
る

資
料
で
あ
り
、
別
箇
に
目
録
化
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
願
教
寺
所
蔵
資
料
は
現
在
非

公
開
で
、
個
別
的
な
閲
覧
に
は
応
じ
て

い
な
い
。
そ
の
補
い
と
し
て
、
研
究
上

必
要
度
の
高
い
と
思
わ
れ
る
資
料
を

『
調
査
研
究
報
告
」
に
影
印
ま
た
は
翻

刻
の
形
で
紹
介
し
て
行
く
予
定
で
あ
り
、

来
年
度
以
降
マ
イ
ク
ロ
撮
影
も
計
画
し

て
い
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

簸
後
に
、
御
多
忙
の
中
を
割
い
て
長

期
に
わ
た
り
御
援
助
を
賜
っ
た
島
地
興

森
師
に
対
し
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
。
ま
た
、
カ
ー
ド
謝
金
な
し
と

い
う
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
期
間

調
査
に
献
身
し
て
下
さ
っ
た
館
外
の
参

加
者
各
位
に
も
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
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漢
文
学
・
学
芸
史
・
近
世
史
料
学
の
研
究
山
田
哲
好

特
別
共
同
利
用
研
究
員
（
大
学
院
生
）
の
受
入
れ
に
つ
い
て
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
幕
府
・
藩
の
組
織
構
造
と
文
書
群
の

・
情
報
国
文
学
の
研
究
史
料
学
的
研
究
大
友
一
雄

国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
当
館
で
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
古
典
研
究
安
永
尚
志
・
原
正
一
郎
・
近
世
都
市
史
の
研
究
渡
辺
浩
一

の
研
究
及
び
研
究
指
導
を
希
望
す
る
特
中
村
康
夫
・
文
学
情
報
処
理
野
本
忠
司
・
史
料
管
理
学
の
研
究

別
共
同
利
用
研
究
員
（
大
学
院
生
）
を
．
「
源
氏
物
語
」
の
異
本
と
異
文
に
関
・
近
世
史
料
の
研
究
高
木
俊
輔
高
木
俊
輔
・
鈴
江
英
一

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
す
る
研
究
伊
藤
鉄
也
・
近
現
代
史
料
の
研
究
鈴
江
英
一
丑
木
幸
男
・
安
藤
正
人

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
二
・
中
古
・
中
世
の
和
歌
文
学
の
研
究
・
近
代
民
間
史
料
の
研
究
丑
木
幸
男
山
田
哲
好
・
大
友
一
雄

月
初
旬
に
各
大
学
院
へ
送
付
し
た
「
特
浅
田
徹
・
記
録
史
料
学
の
研
究
安
藤
正
人
渡
辺
浩
一

別
共
同
利
用
研
究
員
受
入
要
項
」
を
ご
・
和
歌
文
学
の
文
化
史
的
研
究
一
・
●
！
●
！
１
１
！
！
●
：
…
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
Ｉ
Ｉ
●
！
●
●
！
・
・
●
・
…
》

覧
く
だ
さ
い
。
又
は
、
当
庶
務
課
共
同
松
村
雄
二
一
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
募
集

利
用
係
（
電
話
○
三
’
三
七
八
五
’
七
・
五
山
禅
林
に
お
け
る
中
国
癖
岬
罐
率
一
当
館
で
は
、
国
文
学
と
日
本
史
学
を
忠
司
助
教
授
（
文
学
情
報
処
理
）
、
堀
一

・
中
世
文
学
の
研
究
、
特
に
細
蛎
関
識
一
饗
鍛
識
語
鉢
》
擁
壁
」
碓
吐
癖
需
斑
鍛
、
剛
津
詞
鋤
湘
擁
↑
邸
蓉
鰄
徽
』
表
、
渡
一

接
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
・
中
世
学
問
史
研
究

概
要
る
研
究
落
合
博
志
言
原
典
講
読
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
五
年
よ
り
一

受
入
人
数
十
名
程
度
・
中
世
歌
人
と
そ
の
周
辺
に
関
す
る
研
一
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
年
を
サ
イ
ク
ル
と
開
識
し
、
受
講
生
か
ら
毎
回
好
評
を
得
一

受
入
対
象
大
学
院
の
修
士
課
程
又
究
田
渕
句
美
子
一
す
る
特
別
共
同
利
用
研
究
員
（
大
学
院
て
い
ま
す
。
研
究
に
お
け
る
視
野
の
拡
一

一
生
）
の
受
入
れ
と
は
別
で
短
期
間
の
セ
大
と
深
化
を
は
か
る
貴
重
な
機
会
と
し
一

は
博
士
課
程
に
在
学
し
、
日
本
文
学
及
・
江
戸
初
期
の
文
学
と
出
版
文
化

ぴ
日
本
史
学
等
を
専
攻
し
、
文
献
学
、
岡
雅
彦
一
ミ
ナ
ー
で
す
。
て
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
い
た
だ
き
た
》

書
誌
学
、
史
料
管
理
学
等
に
関
す
る
分
．
「
奥
の
細
道
」
本
文
校
訂
の
試
み
一
日
程
等
に
つ
い
て
は
ま
だ
決
定
さ
れ
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
は
、
一

授
業
料
無
料
・
近
世
学
芸
史
の
研
究
、
特
畦
袖
辨
匡
一
鮴
獅
確
羅
詳
却
詞
号
蓉
継
“
卵
軒
細
作
「
セ
ミ
ナ
ー
［
原
典
を
読
む
］
」
「
原
典
一

野
に
興
味
を
持
つ
学
生
。

委
員
に
お
い
て
審
査
の
上
決
定
し
、
そ
、
近
世
文
学
の
研
究
、
特
に
職
鉾
伎
緯
一
睡
窪
阯
諦
蝉
謡
評
樫
棚
麺
鯛
玲
恥
錨
必
紬
蒋
魑
詮
『
一
一
野
川
渉
唖
』
”
卿
混
雑
批
試
一

受
入
決
定
当
館
大
学
院
教
育
協
力
関
す
る
研
究

の
籍
果
を
所
属
す
る
大
学
朧
の
溺
究
科
瀞
瑠
璃
の
厨
究
武
井
鰯
一
二
蕊
鮒
鮭
織
輪
蕊
．
れ
て
い
ま
す
。
禾
号
“
頁
参
願
）

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
一

長
及
び
本
人
に
通
知
す
る
。
・
草
双
紙
に
お
け
る
芸
能
受
容
の
研
究
一
者
は
、
次
の
予
定
で
す
。
先
は
、
当
館
管
理
部
庶
務
課
共
同
利
用
一

研
究
課
題
・
指
導
教
官
（
予
定
）
山
下
則
子

伊
藤
鉄
也
助
教
授
（
中
古
物
語
）
、
係
（
○
三
’
三
七
八
五
’
七
三
二
内
一

・
平
安
私
家
集
・
私
撰
集
の
研
究
・
近
代
文
学
の
研
究
谷
川
恵
一

新
藤
協
三
・
肥
世
紀
後
半
か
ら
明
治
期
に
い
た
る
！
！
！
！
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
…
・
…
…
…
：
…
…
・
●
…
●
・
・
１
１
１
…
：
Ｉ
Ｉ
ｉ
…
１
１
…
！
：
！
！
…
：
！
●
…
：
…
；
：
一

鈴
木
淳
教
授
（
近
世
学
芸
史
）
、
野
本
線
二
一
○
・
二
一
二
で
す
。

ー､

~、
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平
成
旭
年
度
共
同
研
究

岩
瀬
文
庫
書
誌
目
録
編
纂
の
た
め
の

基
礎
的
研
究

塩
村
耕
（
名
古
屋
大
学
助
教
授
）

阿
部
泰
郎
（
名
古
屋
大
学
教
授
）

榊
原
千
鶴
（
名
古
屋
大
学
助
手
）

服
部
仁
（
同
朋
大
学
教
授
）

柳
沢
昌
紀
（
中
京
大
学
助
教
授
）

林
知
左
子
（
西
尾
市
立
教
育
委
員
会

学
芸
員
）

山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

落
合
博
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

堀
川
貴
司
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

和
田
恭
幸
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

「
謡
曲
大
成
」
編
纂
の
た
め
の
謡
本

の
所
在
調
査
と
系
統
分
類
の
研
究

竹
本
幹
夫
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

山
中
玲
子
（
法
政
大
学
助
教
授
）

樹
下
文
隆
（
広
島
県
立
女
子
大
学
助

教
授
）

表
き
よ
し
菌
士
舘
短
期
大
学
助
教
還

大
谷
節
子
（
神
戸
女
子
大
学
助
教
授
）

石
井
倫
子
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
調
査
員
）

落
合
博
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

高
僧
伝
の
研
究

堤
邦
彦
（
京
都
精
華
大
学
教
授
）

後
小
路
蕪
（
別
府
大
学
助
教
授
）

山
下
琢
巳
（
東
京
成
徳
短
期
大
学
助

教
授
）

岡
雅
彦
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

和
田
恭
幸
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助
手
）

田
安
徳
川
家
資
料
に
よ
る
諸
道
伝
書

の
研
究

磯
水
絵
（
二
松
学
舎
大
学
教
授
）

宇
都
宮
千
郁
（
上
智
大
学
大
学
院
生
）

笠
嶋
忠
幸
（
（
財
）
出
光
美
術
館
学
芸
ｇ

高
城
弘
一
（
国
学
院
大
学
助
教
授
）

田
渕
句
美
子
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

浅
田
徹
（
国
文
学
研
究
資
料
館
助

教
授
）

「
芦
庵
文
庫
」
の
研
究

藤
田
眞
一
（
京
都
府
立
大
学
教
授
）

飯
倉
洋
一
（
山
口
大
学
助
教
授
）

大
谷
俊
太
（
奈
良
女
子
大
学
助
教
授
）

神
作
研
一
（
金
城
学
院
大
学
助
教
授
）

山
本
和
明
（
相
愛
女
子
短
期
大
学
助

教
授
）

上
野
洋
三
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

鈴
木
淳
（
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
）

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰

文
部
省
永
年
勤
続
者
表
彰
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
伝
達
し
、

/‐、

記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

○
平
成
ｎ
年
ｎ
月
”
日

松
浦
晃
幸
（
管
理
部
会
計
課
長
）

人
事
異
動
（
平
成
ｎ
年
９
月
～
平
成
吃

年
２
月
）

○
平
成
ｎ
年
９
月
１
日
付

カ
ー
タ
ー
ス
テ
ィ
ー
プ
ン

（
客
員
教
授
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ

ン
校
教
授

（
平
成
ｎ
年
９
月
１
日
～

平
成
吃
年
３
月
釦
日
）

崔
承
煕
（
客
員
教
授
）

ソ
ウ
ル
大
学
校
教
授

（
平
成
ｎ
年
９
月
１
日
～

平
成
廻
年
３
月
訓
日
）

○
平
成
ｕ
年
ｎ
月
１
日
付

併
任
塩
村
耕
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
教
授

（
平
成
ｎ
年
ｎ
月
１
日
～

平
成
吃
年
３
月
訓
日
）

共
同
研
究
員
（
前
号
追
加
）

任
期
平
成
ｎ
年
ｎ
月
〃
日
～

平
成
吃
年
３
月
瓢
日

日
本
各
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
韓
国
古
文
書
の
調
査
研
究

井
上
和
枝
（
武
蔵
野
女
子
大
学
文
学

部
講
師
）

へ

山
内
吉
田

崔 李平
木

任
期
平
成
皿
年
ｎ
月
１
日
～

平
成
皿
年
３
月
瓠
日

座
の
文
学
と
し
て
の
中
世
後
期
の
和
歌

荒
木
尚
（
就
実
女
子
大
学
文
学
部

教
授
）

伊
藤
敬
（
藤
女
子
大
学
文
学
部
非

常
勤
講
師
）

伊
藤
伸
江
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部

助
教
授
）

岩
佐
美
代
子
（
鶴
見
大
学
名
誉
教
授
）

岸
田
依
子
（
昭
和
女
子
大
学
文
学
部

助
教
授
）

齋
藤
彰
（
昭
和
女
子
大
学
短
期
大

学
部
教
授
）

林
達
也
（
駒
沢
大
学
文
学
部
教
授
）

廠
木
一
人
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部

助
教
授
）

カ
ー
タ
ー
ス
テ
ィ
ー
プ
ン
（
国
文
学

研
究
資
料
館
客
員
教
授
）

弘
一
（
上
智
大
学
文
学
部
教
授
）

光
男
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文

社
会
系
研
究
科
教
授
）

成
市
草
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
）

賃
（
天
理
大
学
国
際
文
化
学

部
教
授
）

承
煕
（
国
文
学
研
究
資
料
館
客

員
教
授
）
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平
成
ｎ
年

委
員
会
日
鮭

皿
月
翠
日

加
月
晦
日

ｎ
月
吃
日

皿
月
８
日

ｎ
月
７
日

９
月
詔
日

99

月月
1714

日日

９
月
９
日

９
月
７
日

移
転
問
題
検
討
委
員
会

（
第
二
回
）

情
報
シ
ス
テ
ム
専
門

委
員
会
（
第
二
回
）

企
画
委
員
会
（
第
二
回
）

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
監
修
員
会
議

（
第
二
回
）

移
転
問
題
検
討
委
員
会

（
第
三
回
）

図
書
選
定
小
委
員
会

（
第
二
回
）

情
報
シ
ス
テ
ム
専
門

委
員
会
（
第
三
回
）

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会

（
第
二
回
）

大
学
院
教
育
協
力

委
員
会
（
第
一
回
）

創
立
釦
周
年
記
念
行
事

準
備
委
員
会
（
第
三
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議

（
北
海
道
・
東
北
地
区
）

情
報
シ
ス
テ
ム
専
門

委
員
会
（
第
四
回
）

彙

平
成
吃
年

１
月
幻
日
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会

（
第
三
回
）

１
月
型
日
共
同
研
究
委
員
会

（
第
三
回
）

２
月
ｎ
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会

（
第
二
回
）

２
月
灯
日
将
来
構
想
委
員
会

（
第
二
回
）

一、 ｎ
月
５
日
国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議

（
中
国
・
四
国
地
区
）

ｎ
月
皿
日
共
同
研
究
委
員
会

（
第
二
回
）

ｎ
月
焔
日
大
学
院
設
置
準
備

委
員
会
（
第
七
回
）

ｎ
月
肥
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

吃
月
９
日
大
学
院
設
置
準
備
委
員

会
（
第
八
回
）

図
瞥
選
定
小
委
員
会

（
第
三
回
）

吃
月
皿
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
三
回
）

吃
月
略
日
企
画
委
員
会
（
第
三
回
）

報

評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

運
営
協
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
十
一
年
度
第
二
回
運
営
協
議
員

会
が
平
成
十
一
年
九
月
三
十
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
、
教
官
人
事
、
管
理
運
営

の
概
況
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

第
三
回
運
営
協
議
員
会
が
平
成
十
二

年
一
月
二
十
七
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
、

教
官
人
事
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

第
四
回
運
営
協
議
員
会
が
平
成
十
二

年
二
月
二
十
九
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、

管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
十
二
年
度
予

算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補
助
金
、
平

成
十
二
年
度
事
業
計
画
、
平
成
十
二
年

度
共
同
研
究
計
画
に
つ
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。

大
学
院
設
置
準
備
委
員

会
（
第
九
回
）

２
月
犯
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会

（
第
一
回
）

３
月
７
日
情
報
シ
ス
テ
ム
専
門
委

員
会
（
第
五
回
）

３
月
９
日
憎
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

（
第
一
回
）

３
月
創
日
貴
重
書
指
定
小
委
員
会

（
第
二
回
）

３
月
羽
日
大
学
院
教
育
協
力
委
員

会
（
第
二
回
）~、

外
国
出
張

鈴
江
英
一

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
所
在

の
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
８
月
釦
日
～

平
成
ｎ
年
９
月
６
日

大
友
一
雄

渡
航
先
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン

目
的
在
欧
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
８
月
釦
日
～

平
成
ｎ
年
９
月
９
日

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
米
国
議
会
図
書
館
等
所

蔵
の
日
本
古
典
籍
の
調

査

期
間
平
成
ｕ
年
９
月
４
日
～

平
成
ｎ
年
９
月
晦
日

松
野
陽
一

渡
航
先
台
湾

平
成
十
一
年
度
第
二
回
評
議
員
会
が

平
成
十
二
年
三
月
十
三
日
（
月
）
に
開

催
さ
れ
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
十

二
年
度
予
算
内
示
及
び
科
学
研
究
費
補

助
金
、
平
成
十
二
年
度
事
業
計
画
、
平

成
十
二
年
度
共
同
研
究
計
画
に
つ
い
て

評
議
が
行
わ
れ
た
。
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目
的
韓
国
を
中
心
と
し
た
旧

植
民
地
所
在
の
日
本
古

典
籍
に
関
す
る
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
９
月
灯
日
～

平
成
皿
年
９
月
四
日

田
渕
句
美
子

渡
航
先
ポ
ー
ラ
ン
ド

フ
ラ
ン
ス

目
的
第
加
回
欧
州
日
本
資
料

専
門
家
協
会
年
次
大
会

出
席
及
び
在
仏
日
本
文

学
資
料
の
調
査
・
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
９
月
加
日
～

平
成
ｎ
年
ｎ
月
１
日

武
井
協
三

渡
航
先
イ
タ
リ
ア

目
的
イ
タ
リ
ア
日
本
学
会
に

お
い
て
研
究
結
果
の
評

価
を
得
る
こ
と
及
び
ベ

ネ
ッ
イ
ア
大
学
に
お
い

て
古
今
集
等
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

打
合
せ
、
実
験
を
行
う

期
間
平
成
皿
年
９
月
認
日
～

平
成
皿
年
９
月
釦
日

入
口
敦
志

渡
航
先
台
湾

目
的
ｒ
世
紀
日
本
に
お
け
る

中
国
・
韓
国
の
漢
籍
受

容
の
分
析
並
び
に
総
合

的
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
９
月
晦
日
～

平
成
ｎ
年
９
月
躍
日

安
永
尚
志

渡
航
先
イ
タ
リ
ア

目
的
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
に

お
け
る
古
今
集
を
対
象

と
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
環
境
の
立
ち
上
げ

及
び
イ
タ
リ
ア
日
本
文

学
研
究
会
議
参
加

期
間
平
成
ｎ
年
９
月
四
日
～

平
成
ｎ
年
９
月
釦
日

青
木
睦

渡
航
先
台
湾

目
的
記
録
史
料
の
保
存
に
関

す
る
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
ｎ
月
皿
日
～

平
成
ｎ
年
ｎ
月
晦
日

岡
雅
彦
・
和
田
恭
幸

入
口
敦
志

渡
航
先
中
国

目
的
〃
世
紀
日
本
に
お
け
る

中
国
・
韓
国
の
漢
籍
受

容
の
分
析
並
び
に
総
合

的
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
皿
月
記
日
～

平
成
ｎ
年
ｎ
月
４
日

福
田
千
鶴

渡
航
先
ポ
ル
ト
ガ
ル

~、

目
的
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る

日
本
史
料
の
所
在
と
現

状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
ｎ
年
ｎ
月
瓠
日
～

平
成
ｎ
年
ｎ
月
喝
日

安
藤
正
人

渡
・
航
先
イ
ギ
リ
ス

イ
ス
ラ
エ
ル

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
期
ア

ジ
ア
に
お
け
る
文
替
記

録
史
料
の
略
奪
・
廃
棄

・
流
出
等
に
関
す
る
調

査

期
間
平
成
ｎ
年
ｎ
月
皿
日
～

平
成
ｎ
年
ｎ
月
加
日

上
野
洋
三

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス

目
的
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
和
本
古

典
籍
の
研
究

期
間
平
成
ｎ
年
皿
月
皿
日
～

平
成
、
年
吃
月
晦
日

安
藤
正
人

渡
航
先
マ
レ
ー
シ
ア

目
的
第
二
次
世
界
大
戦
時
及

び
戦
後
の
日
本
植
民
地

及
び
占
領
地
に
お
け
る

記
録
史
料
の
取
り
扱
い

⑩
に
つ
い
て
の
研
究
実
施

期
間
平
成
ｎ
年
ｎ
月
詔
日
～

・
平
成
、
年
吃
月
肥
日

へ

海
外
研
修
旅
行

鈴
木
淳

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
米
国
に
お
け
る
日
本
古

典
籍
資
料
調
査

期
間
平
成
吃
年
１
月
４
日
～

平
成
吃
年
３
月
釦
日

安
永
尚
志

渡
航
先
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス

目
的
欧
州
に
お
け
る
古
典
テ

キ
ス
ト
の
電
子
化
情
報

の
調
査
研
究
。
ま
た
日

本
語
の
可
読
化
に
つ
い

て
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
流
通
実
験
を
行
う

期
間
平
成
ｎ
年
吃
月
晦
日
～

平
成
、
年
吃
月
認
日

中
村
康
夫
・
伊
藤
鉄
也

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
米
国
、
特
に
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
に
お
け
る

人
文
系
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
シ
ス
テ
ム
の
視
察
と

相
互
利
用
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
討
諭

期
間
平
成
吃
年
１
月
週
日
～

平
成
吃
年
１
月
別
日
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国
文
学
研
究
資
料
館
で
は
、
昭
和
六

二
年
の
早
く
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
和
古
書
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
二
本
を
公
開
し
た
。
ま
た
、

平
成
四
年
か
ら
は
国
文
学
論
文
目
録
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
も
公
開
し
た
。
い
ず
れ
も
、

利
用
料
金
は
安
く
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、

有
料
で
の
公
開
と
な
り
、
利
用
申
請
と

許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
の
形
を
、
こ
の
平
成
一
二
年
か
ら

見
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、

国
文
学
研
究
資
料
館
が
蓄
え
て
い
る
研

究
資
料
が
有
効
に
利
用
さ
れ
る
た
め
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
資
料
本
体

（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
和
古
書
原

本
・
国
文
学
研
究
誌
）
の
コ
ピ
ー
請
求

が
、
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
利
用
の
続
き

に
予
定
さ
れ
た
情
報
提
供
で
あ
っ
た
か

ら
、
資
料
利
用
が
有
料
で
あ
る
以
上
、

目
録
検
索
は
無
料
が
適
当
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
い
わ
ゆ

る
二
○
○
○
年
問
題
で
課
金
シ
ス
テ
ム

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
の
必
要
が
生
じ
る

こ
と
、
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
時
期
に
無

公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
無
料
化
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

料
化
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
に
有
効
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ
の
一

月
か
ら
、
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
三
本
は

無
料
で
利
用
で
き
る
形
に
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
胃
ｇ
廷
、
ミ
ミ
雪
．

昌
冨
旦
凰
）
か
ら
入
っ
て
、
電
子
資

料
館
か
ら
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
た
ど

っ
て
い
く
と
、
検
索
に
入
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
な
誰
で
も
使
え
る
情
報
が
示

さ
れ
る
。

こ
の
改
訂
に
よ
り
、
申
請
・
許
可
は

必
要
な
く
な
っ
た
。
大
い
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

へ

近
世
宮
廷
の
和
歌
訓
練

101文や研究蘭f1鮒叫

原典洩践セミナー、

『
万
繭
御
占
曙
を
説
む

原
典
講
読
セ
ミ
ナ
ー
刊
行
中

毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
原
典
識
読
セ
ミ
ま
す
。
（
本
体
価
格
①
～
⑨
一
、
九
四

ナ
ー
の
活
字
化
。
既
刊
四
冊
。
二
円
、
⑩
一
、
六
○
○
円
、
⑪
二
、
○

①
近
世
宮
廷
の
和
歌
訓
練
上
野
洋
三
○
○
円
）

ｌ
「
万
治
御
皇
を
読
む
Ｉ
①
浮
世
風
呂
・
浮
世
床
（
本
田
康
雄
）

②
「
と
は
ず
が
た
り
』
の
な
か
の
中
世
②
「
書
」
の
秘
伝
（
新
井
栄
蔵
）

ｌ
あ
る
尼
僧
の
自
叙
伝
ｌ
松
村
雄
二
③
千
載
集
（
松
野
陽
二

③
百
首
歌
ｌ
祈
り
と
象
徴
Ｉ
浅
田
徹
④
古
文
書
が
語
る
近
世
村
人
の
一
生

④
江
戸
時
代
の
漁
場
争
い
安
藤
正
人
（
森
安
彦
）

Ｉ
松
江
藩
郡
奉
行
所
文
啓
か
ら
ｌ

⑤
蚕
の
村
の
洋
行
日
記
（
丑
木
幸
男
）

続
刊
は
以
下
の
通
り
。
⑥
百
人
一
首
（
松
村
雄
二
）

⑤
外
国
人
の
こ
と
ば
（
仮
題
）
谷
川
恵
一
⑦
一
体
ぱ
な
し

（
岡
雅
彦
）

い
ず
れ
も
臨
川
書
店
か
ら
の
刊
行
で
、
③
文
科
系
の
た
め
の
情
報
検
索
入
門

①
～
③
は
二
、
四
○
○
円
、
④
は
二
、
（
安
永
尚
志
）

二
○
○
円
（
本
体
価
格
）
で
す
。
⑨
京
都
学
の
古
典
『
雍
州
府
志
」

な
お
、
こ
れ
以
前
の
も
の
は
平
凡
社
（
立
川
美
彦
）

よ
り
「
セ
ミ
ナ
ー
［
原
典
を
読
む
］
」
⑩
国
文
学
電
子
書
斎
術
（
中
村
康
夫
）

と
題
し
て
以
下
の
通
り
刊
行
さ
れ
て
い
⑪
『
夜
明
け
前
』
の
世
界
（
高
木
俊
輔
）

上
野
洋
三

汗臨川謝"；

江
戸
時
代
の
漁
場
争
い

役
祇
溝
揮
彩
行
所
文
併
か
ら

へ

101文予聞死剥11飢閉

原典鱗鎚セミナー(4］

？‘、芋．wz:'.;，

淡
餓
正
人

即,皿川灘峨

－14－



国文学研究資料館報第54号 平成12年3月

ｉ
ｉ
利
用
者
へ
の
お
潔
散
糾
劉
…
謂
鯏
剛
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
一

一
こ
の
た
び
、
次
の
所
蔵
者
の
サ
ー
ビ
詔
東
洋
文
庫
細
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
（
藤
本
文
庫
）
◆
「
古
典
講
演
シ
リ
ー
ズ
４
」
刊
行
の
一

貫
区
分
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
鯛
岩
国
徴
古
館
畑
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
ご
案
内

一
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
閲
覧
塊
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
池
正
教
蔵
文
庫
こ
の
た
び
臨
川
書
店
よ
り
「
古
典
講
一

あ
み
（
複
写
不
可
）
で
し
た
が
、
複
写
蛇
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）
鋤
鎌
田
共
済
会
図
番
館
演
シ
リ
ー
ズ
４
」
と
し
て
「
歌
謡
１
文
一

一
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
兜
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文
庫
）
”
四
国
大
学
附
属
図
書
館
（
凌
霄
文
庫
）
学
と
の
交
響
ｌ
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
一

一
・
東
奥
義
塾
高
等
学
校
（
Ｅ
↓
Ａ
）
”
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）
翅
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
（
佐
野
文
庫
）
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

一
Ｅ
（
閲
覧
の
み
、
複
写
不
可
）
か
ら
加
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
獺
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文
庫
）
本
書
に
は
、
当
館
主
催
の
公
開
講
演
一

一
Ａ
（
複
写
可
、
要
事
後
報
告
）
に
。
鰯
ご
弓
の
風
ご
ｇ
２
号
昌
騨
国
鼻
の
耳
郷
名
古
屋
市
博
物
館
会
の
講
演
録
を
中
心
に
、
次
の
六
編
が
一

一
・
北
方
文
化
博
物
館
（
Ｅ
↓
Ｃ
）
”
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
測
長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
書
館
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
Ｅ
（
閲
覧
の
み
、
複
写
不
可
）
か
ら
鰯
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
牧
野
文
庫
）
鰯
＊
富
山
県
立
図
書
館
（
中
島
文
庫
）
・
早
歌
と
道
行
ｌ
菅
原
道
真
の
旅
を
中
一

一
Ｃ
（
複
写
可
、
要
事
前
許
可
）
に
。
”
大
和
文
華
館
湖
岩
手
県
立
図
書
館
心
に
Ｉ
外
村
南
都
子
一

一
◆
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
」
刊
行
の
ど
加
弘
前
市
立
図
書
館
郷
＊
杵
築
市
立
図
書
館
．
『
宗
安
小
歌
集
」
実
見
ｌ
研
究
の
再
一

一
案
内
〃
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出
文
庫
）
湖
＊
篠
山
市
教
育
委
員
会
（
青
山
歴
史
村
）
構
築
を
め
ざ
し
て
ｌ
飯
島
一
彦
一

一
こ
の
た
び
『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
洲
大
須
文
庫
妬
＊
宮
崎
文
庫
記
念
館
．
『
田
植
草
紙
」
歌
謡
の
性
格
ｌ
研
究
一

等
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
九
九
年
」
畑
盛
岡
市
中
央
公
民
館
”
糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
史
に
そ
っ
て
Ｉ
友
久
武
文
一

童
第
二
二
冊
目
）
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た

一
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

一
収
集
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
う
ち
、

一
平
成
二
年
度
に
整
理
が
終
了
し
た
三

一
七
所
蔵
者
（
文
庫
）
分
、
六
、
五
六
四

一
点
を
と
り
ま
と
め
冊
子
体
に
し
た
も
の

一
で
す
。
収
録
所
蔵
者
名
、
文
庫
番
号
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
＊
印
は
今

一
回
新
た
に
収
録
し
た
所
蔵
者
名
で
す
。

一
文
庫
叱
所
蔵
者

一
７
名
古
屋
大
学
附
属
図
香
館
（
神
宮
皇
学
館
文
庫
）

一
ｕ
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）

■
｜
日
②
⑨
⑯
緊
画
｜
日
④
⑪
⑱
、
一
日
⑥
⑬
⑳
⑳

Ｈ
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）
③
「
商
売
繁
昌
ｌ
江
戸
文
学
と
稼
業
ｌ
」
一

一
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
８
０
０
０
０
０
０
ｇ
０
９
０
ｑ
Ｏ
Ｏ
４
９
０
ｑ
６
０
９
０
０
０
９
４
０
０
０
０
０
‐
９
０
０
‘
８
り
り
り
り
０
０
０
６
０
６
０
６
０
０
０
０
０
９
０
９
０
０
０
６
０
り
Ｂ
０
ｐ
６
０
０
Ｂ
０
０
０
０
８
０
０
０
０
り
０
０
６
８
０
８
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
６
９
１
０
６
９
９
０
９
０
０
４
０
４
０
０
０

/一、開室及び休室日一覧

（12.4.1～12.9.30）

○印は休室日

■閲覧時間■複写受付時間
9：00～17：009：30～15：30

・
琉
歌
の
世
界
池
宮
正
治

へ
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平成12年(2000年)度 ①〒604-8456京都市中京区西ノ
京壷ノ内町8-l花園大学丸山顯
徳研究室内075-811.5181@4
月29･30日③花園大学
説話文学会
①〒343.8511越谷市南荻島3337
文教大学文学部田口和夫研究室
内0489-74-8811㈹②6月17~
19日③同朋大学
全国大学国語教育学会
①〒657-8501神戸市灘区鶴甲3-11
神戸大学発達科学部内078-803‐
7718②8月3．4日③筑波大学
附属小学校・全林野会館
全国大学園語国文学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2‐
6畑山第1ビル㈱おうふう気
付03-3294-0857②6月3～5日
③國學院大學
中古文学会
①〒214-858O川崎市多摩区東三
田2-l-1専修大学文学部国文学
科研究室内044-911-1230@5
月13.14日③大妻女子大学
中世文学会
①〒305.8571つくば市天王台1-1‐
l筑波大学文芸・言語学系犬井
研究室内0298-53-41265月

19～21日③埼玉大学
日本演劇学会
①〒194-8610町田市玉川学園61-l
玉川大学文学部芸術学科演劇研究

室内faxO42-7398092@5月27
・28日③日本大学江古田校舎
日本歌謡学会
①〒182-0001調布市緑ケ丘1-25
白百合女子大学外村研究室内
03-3326-5050@5月27･28日
③関西外国語大学
日本近世文学会
①〒156-8550世田谷区桜上水3-25
40日本大学文理学部国文学研究
室内03-5317-9706②6月24．25
日③東京大学本郷キャンパス
日本近代文学会

①〒102-8357千代田区三番町12
大妻女子大学文学部須田研究室

内03-5275-6074②5月27．28
日③大妻女子大学
日本言語学会
①〒602-8048京都市上京区下立
売通小川東入075-415-3661@
6月17･18日③千葉大学
日本口承文芸学会

①〒150-8440渋谷区東4-10-28
國學院大学文学部伝承文学研究
室（野村純一）内03-5466-0224

②6月3．4日③千葉大学

－16－

社団法人日本語教育学会
①〒101.0065千代田区西神田2-4‐
1東方学会新館03-3262-4291

②5月20.21日③大東文化大学
日本国語教育学会
①〒112-0012文京区大塚3-29-l
日本教育研究連合会第3研究室内
03.3941-3420②8月5．6日③
文京区シビックホールほか

日本社会文学会
①〒102-8160千代田区富士見21Z
l法政大学80年館610川村研究室
03-3264-9760②6月24.25日③
法政大学市ヶ谷キャンパス
日本比較文学会
①〒565-0043豊中市待兼山町l-5
大阪大学文学部内藤高研究室内
06-6850-6111㈹②6月3．4日
③大手前大学
日本文学協会
①〒1700005豊島区南大塚2-17-
1003-3941-2740@7月2日③
大阪成溪短期大学

日本文学風土学会
①〒102-8336千代田区三番町6二
松学舎大学文学部国文学科研究
室03-3261-7406@6月10･ll
日③二松学舎大学千代田校舎
日本文芸研究会
①〒980-8576仙台市青葉区川内
東北大学文学部国文学研究室内
022-217-5957②6月10．11日
③東北大学
日本文体論学会
①〒110-0004台東区下谷1-5-34
㈱三修社内03-3842-1711@6
月10．11日③明治大学
日本方言研究会
①連絡先1〒192-0397八王子市
南大沢l-1東京都立大学国語研究
室内日本方言研究会幹事042677-
2135連絡先2〒115-8620北区

西ケ丘3-9-14国立国語研究所気付
日本方言研究会幹事03-5993-7630
②5月26日③専修大学生田校舎
表現学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2-
6畑山第1ビル2階03-3295-8774

②6月3．4日③岡山理科大学
仏教文学会
①〒603-8143京都市北区小山上総
町大谷大学石橋義秀研究室内075-
432.3131@7月l･2日③立教大学
美夫君志会

①〒466-8666名古屋市昭和区八
事本町101-2中京大学文学部国
文学研究室内052-832-2151②
7月8．9日③中京大学

春季学会
①事務局②開催日③会場
（詳細は当館ホームページ参照）

解釈学会
①〒170-0004豊島区北大塚3.29.2
㈱教育出版センター内03-5394‐

1203②8月23日③さいたま文学館
訓点館学会
①〒155-0032世田谷区代沢1-20-
lOfaxO3.3487.4891@5月26日
③青山学院大学
芸能史研究会

①〒602-0855京都市上京区河原
町荒神口下る上生洲町221キトウ

ビル303号075-251-2371②6月
11日③京大会館（予定）
国語学会
①〒113-0033文京区本郷7-3-1東
京大学文学部国語研究室内03‐
3812-2111事務取扱〒113-
0033文京区本郷1-13-7日吉ハ
イツ40403-5802-0615②5月
27.28日③専修大学生田校舎
古事記学会
①〒466-8666名古屋市昭和区八
事本町101-2中京大学文学部国
文学研究室内052-832-2151内

6206@6月10～12日③同志社
女子大学
上代文学会．
①〒156-855O世田谷区桜上水3‐
25-4O日本大学文理学部国文学
研究室内03-3329-1151㈹②5
月27～29日③長野県短期大学
昭和文学会
①〒101-0064千代田区猿楽町2-2‐
5笠間書院内03-3295-1331

②6月3日③相模女子大学
説話・伝承学会
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